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	第１条　社会福祉法人湘南の凪が開設する短期入所事業所「ジャストサイズ桜山」（以下「事業所」と

	いう。）が行う障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下「法」という。）に基づく指定短期入所事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人員および管理運営に関する事を定め、事業所の従業者が、支給決定を受けた障害者又は障害児（以下「利用者」という。）に対し、適正な指定短期入所を提供することを目的とする。

	第２条　この事業所が実施する事業所は、居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、

	短期間の入所を必要とする利用者につき、短期間の入所を提供し、必要な保護および援助を行うものとする。

	２　事業の実施にあたっては、利用者の意思および人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるものとする。

	３　事業の実施にあたっては、地域との結びつきを重視し、市町村、他の障害福祉サービス事業者その他の保健医療サービス及び福祉サービスを提供する者との連携に努めるものとする。

	４　事業の実施にあたっては、前3項の他、関係法令等を遵守する。

	第５条　事業所は「併設型事業所」として指定短期入所事業を行う。

	第６条　事業所は、主たる対象者を知的障害者及び知的障害児とする。

	第７条　事業所の短期入所の定員は、1人とする。

	第８条　事業所は、指定短期入所の提供にあたっては、利用者の心身の状況に応じ、利用者の自立の支援と日常生活の充実に資するよう、適切な技術を持っておこなうものとする。

	２　事業所は、適切な方法により利用者を入浴させ又は清拭を行うものとする。

	３　事業所は、その利用者に対して、利用者の負担により、当該事業所の従業者以外の者による保護を受けさせてはならないものとする。

	４　利用者の食事は、栄養並びに利用者の身体の状況および嗜好を考慮したものとするとともに、適切な時間に行うものとする。

	第９条　事業所は、指定短期入所を提供した際は、支給決定を受けた障害者又はその保護者（以下「支

	給決定障害者」という。）から、市町村が定める負担上限月額の範囲内において利用者負担額の支払

	いを受けるものとする。

	２　事業所は、法定代理受領を行わない指定短期入所を提供した際は、前項に掲げる利用者負担額のほか、利用者から厚生労働省が定める費用の額の支払いを受けるものとする。

	３　事業所は、前に公の支払いを受ける額のほか、指定短期入所において提供される便宜に供する費用のうち、食事代、光熱水費、日用品費その他の日常生活において通常必要となるものに係る費用であって、その利用者が負担することが適当と認められるものの支払いを利用者から受けることができる。この場合の利用料金については短期入所事業重要事項説明書に定める。

	４　事業所は、前３項の費用の支払いを受けた場合は、当該費用に係る領収証を当該費用を支払った支給決定障害者等に対し交付しなくてはならない。

	５　事業所は、第３項の費用に係るサービスの提供にあたっては、あらかじめ支給決定障害者等に対し、当該サービスの内容及び費用について説明を行い、支給決定障害や等の同意を得なくてはならない。

	第１０条　サービスを利用するにあたって、利用者は飲酒、宗教活動や営利を目的とした勧誘、暴力

	行為その他、他の利用者に迷惑を及ぼす言動を行ってはならないものとする。

	第１１条　事業所の従業者は、指定短期入所の提供中に利用者の病状の急変、その他緊急事態が生じ

	たときは、速やかに主治医及び家族へ連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告しなけ

	ればならない。主治医への連絡等が困難な場合は、医療機関への緊急搬送等必要な措置を講ずる。

	第１２条　事業所は、防火管理者を定めるとともに、非常災害が発生した場合に備えて、消防計画及

	び風水害、地震などの対処するための計画を策定しておくものとする。




